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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、電子商取引における不正防止のメカニズムを開発することである。また、従来
の電子商取引において用いられている評価システムにおいて真の申告を促すシステムにつ
いても開発した。 
研究成果の概要（英文）： 
This research is concerned with design on new robust e-commerce mechanism against 
untrusted traders. Also, this research invented a new user evaluation method and 
system in which users provide and declare their true information.  
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１．研究開始当初の背景 

 近年、電子商取引が盛んであり、その規模
は、インターネットオークションに限った売
り上げだけみても500億ドルを超えるとされ
ている。また、様々な取引形態の可能性が提
案されている中で、新しい問題も発生してき
ておる。実際に電子商取引の発展にともない、
売り手が提供する情報の不完全性や、売り手
と買い手が持つ情報の大きく乖離した非対
称性、また実際的な損失が伴う不正入札など
の問題点が明らかになってきており、従来の
経済学の知識のみでは解決困難な課題も多
い。そこで、本研究では、計算機の能力をフ
ルに活用するとともに、経済学のノウハウも

活用した新しい計算論的制度設計のアプロ
ーチにより問題を解決する。具体的には、計
算機を用いることで、得られた入札データや
過去の入札データなどを何らかの方法で解
析し、どういう状況において不正が発生しや
すいかを知ることができると考えられる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、まず、従来のメカニズムデザイ
ン研究では電子オークションや共同購入に
おいて結託した不正者の発見が困難である
という現状を鑑み、新規に不正者を発見し市
場から排除できる電子商取引メカニズムを
開発する。従来の多くの手法では経済理論の
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みに着目しているのに対して、本研究では経
済理論と入札データの両方を用い、不自然な
入札値を発見するとともに、不正入札者の効
用が増加しない支払額決定方法を取引メカ
ニズムに組込む。さらに、買い手同士ではな
く売り手を含んだ多様な結託のケースにつ
いて対処できるメカニズムを構築し、応用を
試みる。 

 つぎに、上記オークション方式や共同購入
方式のメカニズムデザインだけではなく、電
子商取引一連をカバーするため、電子商取引
において準備されているユーザ評価機構に
おける情報の不完全性や非対称性について、
問題の解決を試みる。買い手は売り手や商品
の情報を、Web ページに記載された情報の
み確認できる。買い手は商品の情報に対する
真偽や正確性は、商品が手元に届くまで完全
に知ることはできない。このように、完全に
知り得ない情報を不完全情報という。不完全
情報がある場合、商品の損傷を伏せておいた
り、写真をすり替えたりすることが可能であ
り、複数の類似した商品を選択する際に、商
品に対する誤解から、誤った商品を購入して
しまうという問題が発生する。このような問
題を防ぐために、不完全情報を少なくする評
価システムが用いられているが、完全に不完
全情報を補うには至っていない。そこで、具
体的に評価に基準属性と価値基準を定めた
多属性基準付き評価モデルを構築する。基準
属性は、オンラインオークションにおいて重
要視される情報を評価項目として売り手が
設けることで、様々な要素を評価することが
できるため不完全情報を削減でき、評価がよ
り具体的になる。またこのときに設けられた
基準属性の数を、評価の指標として加えるこ
とで、ユーザの信用性も計る。価値基準は，
各評価項目に対し売り手が、明覚な基準を設
けることで客観的な評価を得ることができ
る。 

 

３．研究の方法 

 本研究の方法は、まず電子オークションに
おいて不正入札（架空名義入札および談合入
札）を防止するために不正を企む入札者を発
見する手法を開発する。ここでの課題として、
複数の財によるバンドルの分析が困難な状
況もあると考えられるため、入札値分析の際
にヒューリスティックスを用いることによ
り対処する。仮に談合を行うような入札者を
意図的に入札者のグループに参加させてお
き、どのように他の入札者の支払額に影響を
与えるかに関して実験する。関連して、オー
クションにおける不正入札困難性に関する
実験およびメカニズムにおける不正入札者
の効用および公正な入札者の効用の特徴付
けをおこなう。実際に不正入札を行うような
入札パターンをもつ入札者と一般の入札者

の複数財入札の入札値について参加数を変
化させてシミュレーションを行う。その割合
を変化させながら、不正入札者がどれだけ一
般入札者の選好を予測し、その結果不正入札
によりどの程度の効用を得ることができた
かを検証する。特に、（１）不正入札者が一
人だけ存在する状況（ひとつの架空名 

義入札のみが可能）、（２）不正入札者が複数
人存在する状況（ひとつ以上の架空名義入札
が可能）、および（３）売り手と買い手が結
託可能な状況に関する実験により、効用に関
する分析と特徴付けを行う。 

 評価システムに関するメカニズムデザイ
ンについては、インセンティブが作用する状
況を作るために、いくつかの状況でシステム
の管理者がエクストラポイントを与えるよ
うにする。まず、非対称情報に関する問題を
克服するために、商品をできる限り正確に提
示するように、実際の商品が持つ情報（つま
り、販売前に売り手が知り得る情報）に関し
て、買い手がサイト上の情報を見た際に、実
際の商品が持つ情報と乖離がないようにす
る。具体的には、ユーザ評価項目において、
提示されている商品情報は、実際受け取った
商品と同様であったかという項目を増やし、
ユーザに評価させる。例えば、商品の傷を隠
して販売した場合には、商品に問題があると
いう評価だけではなく、買い手は提示されて
いる商品情報は実際の商品とは異なるとい
う評価を下す。これにより、この売り手は他
のユーザより誠実ではない売り手であると
評価される。一方、取引の評価が継続して高
い売り手は、システムからある一定のエクス
トラポイントを得られるようにしておくこ
とで、売り手は毎回の取引を慎重におこなう。
本評価システムに関する評価としては、取引
成立率が本メカニズムを利用した際にどの
ように変化するか、および売り手の取引の経
過についておこなった。情報を正確に提供す
る売り手は、商品の価格が多少高くとも、比
較的高い取引成立率が確保されることが確
認できた。 

 
４．研究成果 
本研究では、従来のメカニズムデザイン研究
では電子オークションにおいて結託した不
正者の発見が困難であるという現状を鑑み、
新規に不正者を発見し市場から排除できる
電子商取引メカニズムを開発した。従来の多
くの手法では経済理論のみに着目している
のに対して、本研究では経済理論と入札デー
タの両方を用い、不自然な入札値を発見する
とともに、不正入札者の効用が増加しない電
子商取引メカニズムを考案した。また、本研
究において、追加的に談合による不正をおこ
なう際について、不正をおこなわない状況と
の効用に関する実験結果も得られた。具体的



 

 

には、一回の取引において不正が成功し多彩
には、大きな利益が得られることが知られて
いる。しかし、他の入札者の入札値が予測で
きない状況においては、不正入札が成功する
確率は、極めて低くなり、トータルで得られ
る効用については、不正をおこなわない場合
の方が高くなる。従って、ここから得られた
課題としては、他の入札者の入札値の予測に
ついて、より困難にするメカニズムを考案す
ることであると考えられる。例えば、同じよ
うな商品が毎回取引されるオークションが
継続して続く場合、他の入札者の入札値は、
ある一定の継続した取引の結果から予測で
きると考えられる。そこで、バンドルの組み
方や、入札参加者の入れ替えなどがシンプル
な対処法として考えられる。 
 つぎに、電子商取引の取引後に行われる取
引者評価に関するメカニズムに関しても、新
規に情報の非対称性と不完全性をできるだ
け除外するメカニズムを開発し、評価を行い、
一連の研究のまとめとした。本メカニズムを
用いることで、高い評価を得るために評価項
目を通じて多くの取引情報の公開と、継続的
な良質な取引を行うインセンティブ設計を
可能とした．本実験により、本メカニズムの
特性を利用し高い評価を得ない場合、取引機
会が激減することが分かった．そのため、売
り手は高い取引機会を得るために高い評価
を得る様に行動する．したがってインセンテ
ィブ設計の実験的確証を得た．また、システ
ム管理者がコントロール値（エクストラポイ
ント）を設定することにより、管理者の望む
取引状況、市場構築が可能である．本実験デ
ータをシステム管理の指標とすることで、コ
ンピューテーショナルメカニズムデザイン
を可能とする．具体的に、（１）電子商取引
における取引者評価において、その評価メカ
ニズムをうまく定義しておくことで、買い手
にとって非対称情報や不完全情報による不
利益を被り難くすることが可能となる。特に、
ディスクローズする評価項目数とその内容
についての評価を計算する計算式において、
パラメータの変化により、売り手の取引成立
率も増加する。そこで、パラメータの変化が
売り手の収益にどのように影響するかを分
析した。（２）実際は大人数の買い手がそれ
ぞれの取引における体験に関する知識を提
供していることと同じである。これらの知識
は集合知と呼ばれることある。これまで電子
商取引メカニズム設計において集合知の利
用は考慮されてきていないため、集合知の利
用と電子商取引メカニズム設計において考
察し、特徴をまとめた。また、通常の物財取
引ではなく、旅行者へのホテル予約などに関
するサイトにおける応用も実現した。 
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